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小学校外国語活動における児童の不安軽減に関する実践研究

Ⅰ． はじめに

令和２年度より新学習指導要領が全面実施となった。

小学校においては、これまで高学年のみであった外国語

活動が中学年でも本格的に始まり、移行期間中に高学年

で学習した内容がそのまま中学年に降りてくる形となっ

た。第１筆者の勤務校では、これまで外国語活動を担当

したことのない担任が不安を訴えており、児童にとって

も初めての外国語体験で不安が高まることが予想され

た。教師、児童ともに経験のないことへの不安が高いと

考えられる。

外国語に関する不安は、MacIntyre & Gardner(1989,1991)

でも述べられているように、「外国語学習場面の特有の

状況特定不安である」と考えられている。外国語の授

業の特徴としては、日本語と違い、慣れない言葉を使

用しなければならない。そこで、令和元年度末に、勤

務校の児童の外国語活動に対する不安について事前調

査を行った。

また、松宮 (2005) では、「人前での口頭発表を中心に

行われるため、他の教科学習に比べて、児童の不安を喚

起しやすい側面がある」と述べられている。中学年以降

も高学年、中学校英語科への継続を考えていく上で、外

国語を使用してコミュニケーションを取る活動が増えて

いくと考えられる。まずは勤務校の中学年の児童の外国

語への不安を軽減し、興味や関心を高める指導の工夫を

試みたい。

表１は、令和元年度に勤務校で行った事前調査の結果

である。２年生～６年生までの学年ごと、セクションご

との平均値を表でまとめた。質問項目は松宮（2010）の

用いた５件法で３年生は不安項目の平均値が 4.0、中学

年・高学年の平均値は 3.59 だった。この結果からも不

安に感じている児童が多く見られた。

表１：２年～６年への事前調査

Ⅱ．先行研究と研究目的

国内の先行研究としての松宮 (2010) の研究では、小

学校児童における外国語活動の不安について実態調査が

行われた。協力対象は高学年約 1500 名であった。質問

紙は５つのセクションからなり全部で 47 質問項目、５

件法で行われた。この結果、「人前での発表に関する不

安」、「分からない時に指名される不安」、「周りの評価に

対する不安」の平均値が高く、５件法で「５」を選んだ

児童数が全体の 34％を超えた項目もあった。また、不
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安を強くもつ児童は、「外国の人が話していることをもっ

と分かるようになりたい」、「英語の本や外国からの手紙

を読めるようになりたい」、「英語でもっとたくさん話が

できるようになりたい」という質問項目で平均値が 4.1

を超えており、興味や意欲も高いことが示された。

北條 (1995) では、英語学習の不安やその原因、不安を

与える教師の性格、態度について報告されている。それ

によると、最も不安を強く感じる学習活動は、英語を話

したり書いたりすることである。特に話す活動では、「突

然、英語で発言するよう指名される」、「みんなの前で英

語で話す」、「英語で意見を発表したり寸劇を演じたりす

る」、「準備してきた英会話を授業中、全員の前で発表す

る」ことに強く不安を感じていることが明らかになった。

不安を感じる理由としては、「まちがったり、変なこと

を言ったりして恥をかきたくない」、「みんなの前で英語

を話すのは理屈抜きで嫌だ」、「先生やクラスメートに英

語ができないと思われたくない」である。逆に「グルー

プで練習する」、「教師の後について繰り返す」、「ビデオ

を見たりテープを聞いたりして学習する」、「英文を黙読

する」という活動に対してあまり不安を感じていないこ

とが明らかになった。

国外では台湾の事例がある。台湾は、2001 年より

小学校高学年において外国語の学習が始まっている。

Chan & Wu(2004) は外国語に関する不安について、５

年生を対象に６件法の質問紙を用いて調査を実施した。

結果として、小学校児童の不安の要因が５つ明らかに

なった。「自分の英語力が低いから」、「クラスメートか

らの評価が低いから」、「ゲームに勝ち負けがあるから」、

「心配性の性格だから」、「クラスメート、親からのプレッ

シャーがあるから」が要因として挙げられている。

小学校外国語（英語）の不安に関する研究はまだ少数

に留まっている。外国語活動が全面実施となってからの

研究は今後増えていくのではないかと考えられる。この

ような中で、外国語全面実施後の児童の不安の実態を解

明することに意義があると思われる。また、自ら授業実

践を通して児童の不安を軽減できるのかどうかについて

も検討する。そのために勤務校で中学年の授業を実践し

ながら、不安軽減のための手立ての有効性を検証する。

研究課題（リサーチクエスチョン）は以下の通り設定した。

⑴勤務校Ａ小学校の３，４年児童は、外国語にどの

ような不安をもっているのか。

⑵勤務校Ａ小学校の３，４年児童の不安を軽減する

ために、どのような手立てが有効なのか。

Ⅲ．研究方法

Ⅲ．１　研究協力者
研究協力者は勤務校のＡ小学校中学年３年生１クラス

33 名、４年生１クラス 35 名からなっている。第１筆者

は３年生、４年生ともに週に１回の授業を行った。どち

らとも活発な児童が多いクラスである。そのため、ゲー

ムやコミュニケーション活動などを通して楽しく学ぶこ

とができれば、外国語に対する興味・関心が高くなるの

ではないかと考えた。

Ⅲ．２　方法
Ⅲ．２. １　不安に関するアンケート

５件法の質問紙を作成し、児童が外国語活動に対して

どのような不安をもっているかについての実態を知る。

表２：不安に関する質問内容

 

質問紙は松宮 (2010) を参考に事前調査の結果を踏まえ

児童の実態を考慮し作成した。不安に関する質問項目は

14 項目ある（表２）。分類すると「人前で話すことへの

不安（１、７、13）」、「指名されることへの不安（２、８）」、「間

違うことへの不安（３、９）」、「周りの評価に対する不安

（４、10）」、「覚えていないことへの不安（５、11）」、「先

生の話したことが聞き取れないことへの不安（６、12）」

である。14 項目目はこの不安が英語独自のものなのかど

うなのかを知るために加えた。不安に関するアンケート

は、事前と事後の２回行った。

Ⅲ．２．２　手立てに関するアンケート
表３のアンケートは児童の外国語に対する不安が軽減

された原因を明確にするために 12 回目の授業後に行っ

た。手立てとして行った 10 項目について、児童がどの

手立てにより不安が和らいだのかを調査する。

これらの手立ての内容は、事前調査の結果を参考に考

案した手立てである。児童には１つ１つの項目について

説明を加えながら答えさせた。以下は児童に説明した内

容である。
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表３：手立てに関するアンケート

①外国語の意義　授業の初回には、パワーポイント

を使って説明をした。これまで９～ 10 年間学ん

できた日本語でさえ、まだ上達途中であること、

始めたばかりの外国語はすぐには上手くならない

こと、失敗して当然であることなどを話した。し

かし、外国語を学べば約 15 憶人の人と話すこと

ができることも伝えた。

②授業中の励まし　授業中は常に失敗をしても大丈

夫であること、上手く言えなくても大丈夫である

ことを言い続けた。

③他者の失敗は笑わないこと　授業中に失敗をする

のは当たり前なので、他者の失敗に対して笑わな

いことを児童たちに伝え、徹底した。

④ ALT と担任の会話　担当者が積極的に ALT と

話す姿を見せた。身近な存在が話す姿から、自

分でもできそうだと安心できるのではないかと

考えた。

⑤振り返りへのコメント　振り返りカードへは、児

童へのコメントだけではなく、児童が授業中に頑

張っていた姿に対して褒めたり励ましの言葉を添

えたりした。

⑥担任への報告　外国語活動の授業の様子を担任に

も伝えた。特にがんばっていた様子は担任から子

供たちへも再度、褒めてもらえるようにした。

⑦ペア活動での教え合い　授業中には、ペア活動を

必ず入れ、英語で会話をするコミュニケーション

の時間を確保した。その際に、不安な事や分から

ない事はペアの人に聞いたり、近くの人に聞いた

りしてもよいことにした。

⑧担当者３人での確認の場の設定　２週間に１度

は担当者が３人になった（専科、英語支援員、

ALT）。担当者１人あたり 11 人程度の児童を見

ることができた。授業の内容で分からないところ

はないか、ペアで話す時に不安はないかなどを担

当者が確認した。

⑨練習時間の確保　ペアとの会話前には、心配な言

い方、分からないこと、もう少し練習が必要かど

うかを児童に尋ね、必要な場合には、英語支援員

や ALT と繰り返し練習する時間を取った。

⑩振り返りカードへの不安や困ったことの記入　毎

時間の振り返りの時には、その時間を振り返り、

困ったことや不安に思ったことはないか声をかけ

た。積極的に不安や困ったことを書くように伝え

た。そのため、振り返りカード（図１）は、その

日の授業の姿を振り返りやすいように選択性のも

のとし、困ったことや不安だったことを書ける時

間を確保できるようなカードにした。困ったこと

や不安に思ったことを書いてくれた児童がいた場

合には、「素直に書いてくれて助かった。嬉しかっ

た」と伝えた。そうすることで、周りの児童たち

も書きやすくなったと思われる。

図１：振り返りカード

Ⅲ．３　授業内容
令和 2 年度、コロナウイルスの影響で授業は５月下旬

から始まった。それまでの間、休校中は YouTube で１

回行った。外国語活動は初回のみ YouTube で行い、再

開後は週に１回、１学期は全部で 12 回の授業を行った。

児童が見通しをもてるように授業の流れはおよそ同じ流

れで行った。毎回の授業前に授業の内容を黒板の左隅に

書いて進めた。スモールトークでは、その日のゴールと

なる姿を英語支援員、ALT または専科である第１筆者

が見せて明確になるようにした。また、短い時間でも必

ず最後にはコミュニケーション活動の時間を取り入れ

て、友達と会話する楽しさを味わわせるようにした。

授業の流れはおおむね以下の順であった。

①あいさつ

②スモールトーク
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③目当ての確認

④チャンツ

⑤慣れ親しみのゲーム

⑥コミュニケーション活動

⑦ふりかえり　　　

⑧あいさつ　

Ⅳ．結果と考察

Ⅳ．１　アンケート結果
表４は、３年不安に関する記述統計（平均、ＳＤ、t

検定）の結果である。

事前アンケートでは、項目 14 の「他の勉強より英語の

時間の方が緊張する」を除いて、項目の平均値は全て 3.0

を越えていた。項目３の「１人で発表して間違ったら恥

ずかしい」では、平均値がもっとも高く 4.57 であった。

事前アンケートで平均値 4.0 を越えた５項目は、事後

アンケートではすべて３.0 以下に減少した。他の項目に

おいても事前アンケートより事後アンケートの平均値が

下がった。事前と事後アンケート結果を比べると、統計

上の有意な差が見られたのは次の５項目であった。

項目２「先生に当てられるかもしれないと思ったら、

どきどきする」、項目３「１人で発表して、間違ったら

はずかしい」、項目８「答えが分からない時、あてられ

たらどうしようと思う」、項目９「みんなの前で間違って、

笑われるのがこわい」、項目 11「習った言葉を忘れてし

まったとき、不安になる」において不安が減少したと言

える。不安に関する質問14項目を松宮が分類した項目「指

名されることへの不安（２、８）」、「間違うことへの不

安（３、９）」については、統計上有意な差が認められた。

表４：３年　不安に関する記述統計（平均、ＳＤ、t 検定）

表５は、４年不安に関する記述統計（平均、ＳＤ、t 検定）

の結果である。事前アンケートでは平均値 4.0 を越えて

いたのは、項目８「答えが分からない時、当てられたら

どうしようと思う」のみで平均値は 4.11 であった。逆に

一番平均値が低いものは、項目 14「他の勉強より英語の

時間の方が緊張する」で 2.31 であった。事後アンケート

では、平均値 4.0 を越えていた項目８「答えが分からな

い時、当てられたらどうしようと思う」は、3.66 に下がっ

た。11 項目において事前の平均値より事後の平均値が下

がっていた。事前アンケートと事後アンケートを比べる

と、項目４「１人で発表するとき、みんながどう思うか

気になる」、項目８「答えが分からない時、当てられたら

どうしようと思う」において、有意傾向が認められた。

表５：４年　不安に関する記述統計（平均、ＳＤ、t 検定）

図２：不安項目１２項目全体の平均値の比較

図２は、12 項目ある不安項目全体の平均値を表した

ものである。

５月の３年生の平均値は 3.8、４年生の平均値は 3.47、

全体の平均値は 3.61 であった。７月の３年生の平均値

は 3.37、４年生の平均値は 3.32、全体の平均値は 3.38

である。不安項目全体の平均値で事前と事後を比較する

と、３年生は平均が下がり不安が減少したと言えるが、
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４年生はわずかな減少に留まった。

Ⅳ．２　手立てに関するアンケート結果
１学期の授業の終わりに、どの手立てによって児童の

不安が低減したのかを明らかにするために事後アンケー

トを実施した。表６は３年生の不安が減少した原因につ

いての結果である。３年生の人数の50％以上を超えた「す

ごくそう思う」を選択した項目には色を付けて表示した。

３年生では、33 人中 20 人が「授業の初回の話」、「失

敗は笑わない」ことを理由として「すごくそう思う」を

選んだ。手立てとして挙げていた 10 項目中の７項目で

半数以上の児童が「すごくそう思う」を選んだ。合計で

は、全ての項目において 80％以上の児童が手立ての効

果を認めていた。

表６：３年生　不安減少の原因とその割合

表７は、４年生の不安が減少した原因についての結果

である。４年生の人数の 40％を超えた「すごくそう思

う」を選択した項目は、３項目あった。４年生では、35

人中 17 人が「ALT と話す姿を見せること」、14 人が「初

回に話」、「担当３人で１人ずつ確認する」を不安解消の

理由として選んだ。全ての項目において半分以上の児童

がその効果を認めていた。

表７：４年生　不安減少の原因とその割合

Ⅳ．３　結果の考察
研究課題「どのような不安をもっているか」、「どのよ

うな手立てが有効なのか」に沿って、結果について学年

ごとに考察を述べる。

⑴３年生

３年生では、事前アンケートの結果から「間違いへ

の恐れ」が２つの項目で平均値 4.3 以上と高かったた

め、「失敗は笑わない」「間違えても大丈夫」というこ

とについて、初回に話をしたり授業中に繰り返し伝え

たりしたことが不安減少の結果に大きく結びついたの

ではないかと思われる。

今回の結果は松宮 (2010) でも述べられているよう

に、項目８「答えが分からない時、当てられたらどう

しようと思う」項目でも平均値が 4.39 と高く、松宮

の調査した高学年と今回調べた中学年という学年の違

いはあるが、外国語の学習不安という点において同じ

結果が得られたと言える。反対に項目９「みんなの前

で間違って、笑われるのが怖い」では、松宮の結果は、

平均値が 2.92 と低く、間違うことへの強い恐怖心は

認められなかったが、勤務校の３年生では、平均値 4.39

と高い結果となった。新しい教科に対する恐怖心や間

違えることへの恐れや不安感が高い平均値となって表

れたのではないかと考えられる。この項目では、事前

と事後の比較では有意な差が見られた。これは、手立

てとして行った 10 項目の中の特に「授業初回に話」、

「失敗は笑わない約束」の手立てについて全体の６割

の児童が不安軽減の原因として挙げていることからも

有効な手立てであったと考えられる。

また、不安減少の原因として５割以上が選んだ「ペ

アでの教えあい推進」、「担当者３人での 1 人ずつの確

認」、「困ったこと、不安の記入推進」も児童の不安を

減らすことにつながったと考えられる。

質問項目 11「習った言葉を忘れてしまった時、不

安になる」においても有意な差が認められた。この不

安が軽減された原因として考えられるのは、５割以上

の児童が選んだ２つの手立て　「ペアでの教え合い」、

「担当者３人での１人ずつの確認」がペアや教師から

支援を得ることができるため有効であったと考えられ

る。常に児童たちへ「分からないことは聞いてよい」、

「教えあってよい」と伝えたことで、友達に聞くのは

恥ずかしいことではないことが児童たちの中に浸透

し、「分からないことは友達に聞く」という自ら進ん

で質問をする態度へとつながっていったのではないか

と考える。

特に外国語活動が始まる３年生においては、授業前

に「間違えて当たり前だということ」や「失敗して当

たり前だということ」、それとともに「失敗は笑わな

いという約束をする」など、始まる前に話をしておく

ことが有効であることが分かる。また、授業中には、

分からないことは友達に聞くことに慣れておくことで
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「分からないからどうしよう」という不安もある程度

は解消されるのではないかと考えられる。

⑵４年生

４年生では、事前のアンケートで「分からない時、

当てられたらどうしようと思う」の項目で平均値が

4.11 と１番高かった。次に平均値が高かったのが「み

んなの前で１人で発表する時、緊張する」で平均値

3.94、「他のみんなのほうが自分より英語が上手だと

思う」で平均値 3.86 と、周りの友達の目を気にして

いることが分かる。平均値が高い理由として２つのこ

とが考えられる。１つ目は、外国語活動の学習は２年

目を迎えているが、週に１度だけ話す程度では児童の

緊張感や不安感はあまり変わらないのではないかと考

えられる。2 つ目は他の児童の目を気にすることによ

る羞恥心が原因であると考えられる。そのため、分か

らない時や周りの目が気にならないような手立てとし

て、「授業初回の話」や「失敗は笑わない約束」、「ペ

アでの教えあい」、「担当者３人での１人ずつの確認」、

「練習時間の確保」、「困ったこと、不安の記入推進」

などの手立てを取り入れた。

不安に関するアンケート結果の前後の比較では、項

目４「１人で発表するとき、みんながどう思うか気に

なる」と項目８番「答えが分からない時、当てられた

らどうしようと思う」において有意な傾向を示した。

また、「授業初回の話」、「担当者３人で 1 人ずつ確認」

について全体の４割の児童が不安が減少した原因とし

て挙げており、「ALT と話す姿を見せる」について全

体の５割の児童が不安現象の原因として挙げている。

このことから、これらの手立てが有効であったのでは

ないかと思われる。

４年生は、不安項目 14「他の勉強より英語の時間

の方が緊張する」において事前事後のアンケートの平

均差が -0.15 とマイナスの平均値が増えた中では一番

大きな差になっている。SD で比べても 1.33 であった

のが 1.05 とばらつきの幅が狭くなっている。この部

分において３年生との違いが見られた。これは、４年

生が３年生以上に周りの目を気にしていることも１つ

の原因ではないかと思われる。それに加えて、自然に

話せる日本語での自己表現とは違い、英語独特の自己

表現になるためではないかと考えられる。

⑶まとめ

研究課題⑴と⑵についてまとめる。研究課題⑴勤務

校Ａ小学校の３、４年児童は、外国語にどのような不

安をもっているかについては、特に３年生では、人前

や間違うことへの不安をもっており、４年生では、人

前や間違うことへの不安が高かった。研究課題⑵勤務

校Ａ小学校の３、４年児童の不安を軽減するためにど

のような手立てが有効かについては、３年生では初め

ての外国語活動の授業であるため、うまくいかないの

は当たり前であることを受け入れたり認めたりするこ

と、４年生ではモデルを示し目標となる姿やゴールな

どの見通しがもてること等の手立てが有効だった。

Ⅴ．おわりに

Ⅴ．１　教育的示唆
児童の外国語活動に対する不安を少しでも軽減できれ

ばと思い、今回の授業実践を計画した。今回取り入れた

手立ては、既に他教科でも行われているものもあると思

われる。特に外国語科、外国語活動においては言語活動

が中心となる。活発に話せない児童や失敗を恐れる児童

がいることを念頭におき授業を計画することで、児童の

不安を取り除いていくことができると思われる。特に外

国語活動が始まる３年生や初回の授業における説明など

で、その有効性が示された。３年生に対して、初回の授

業に対して教員がどのように児童たちに向き合い、どの

ような話（心構えや外国語学習の意義など）をしていく

のかが大きな鍵となる。

また、学期の途中から取り入れたルーブリックを活用

したスピーキングテストは、児童にとっては自信をつける

場となり、教員にとっては授業改善のための手がかりとな

ることが分かりつつある。トライアンドエラーを繰り返し、

児童自身が自分の成長を感じられる場として小学校外国語

科、外国語活動においてもスピーキングテストの取り入れ

方を考えていくことが必要になると思われる。

Ⅴ．２　今後の展望
中学年の外国語活動に対する不安の現状とその手立て

については、授業実践を通して明らかにしたが、高学年

への効果は明らかにはなっていない。今回の質問紙によ

り市内の高学年の外国語不安に関する状況把握はできて

いる。今後は高学年の外国語科に対する不安軽減につい

ての研究・実践が必要である。高学年の外国語科は中学

年の外国語活動とは内容も変わっており、観点別に３段

階で明確に評価される。他教科のように評価が入り中学

年とは違う不安も出ると考えられる。高学年の外国語科

においても不安をどのように解消していけばよいのか、

中学年と同じような手立てが有効かどうかについても調

べる必要があると思われる。滑川市内の小中学校英語関

係者と情報交換をしながら、児童にとって効果的な方法

を取り入れた授業実践を確立していきたい。
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